
編集後記●最近，知人に勧められた本に「複雑系」（新  

潮社）がある．ビジネスマンの間では静かなブームに  

なっているようである．一読してみたが，いままでの  

科学の考え方を根底から覆す斬新な科学観が物語風に  

描かれている．「科」には分けるという意味があるそう  

だが従来の科学は分解し要素に還元する志向がある．  

このようにして得られた成果には経済学では市場の安  

定や需要・供給のバランスといった均衡経済の理論が  

ある．しかし，ゲーム理論では古典でもある囚人のジ  

レンマが著書で引き合いに出されているように，均衡  

点からは実務上のさまぎまな洞察を得られるものの根  

源的な疑問に従来科学は答えられていないという．そ  

れは国際情勢の中での国家のみならず，組織や生物が  

生きて行くためになぜ他とあえて協力するのかと 

疑問である．この答えのヒントは複雑系にあるという．  

複雑系とは従来科学が対象としてきた秩序とカオスと  

の中間（著書ではカオスの縁と呼ばれている）に位置  

しておー），ちょうど固体と流体の中間の相転移にあた  

る．複雑系において世の中のあらゆる現象を捉え直す  

ことができるというのだ●本特集では，ゲーム理論の  

新しい局面が紹介されている．社会の慣習や企業の慣  

行がどのように作られていくのかといった社会や集団  

の進化プロセスの解明は，複雑系で何が行われている  

のかの解明に向けたゲーム】空論からの挑戦でもある．  

同様に人間の行動モデルとしてサイモンが提唱した意  

思決定モデルにおいて価値前提の解明に向けた研究の  

重要性が最近高まってきているのも複雑系の解明に向  

けた挑戦といえよう●政治や経済，産業，組織が大き  

〈流動化してきておりまさに世の中が複雑系（カオス  

の縁）にあるともいえる．われわれORの実践者は，と  

か〈数学的解析が可能な問題だけを追求し自らを縛り  

がちである．カオスの縁でいかに適応行動を実践すべ  

きかの指針を観念的な宗教の立場ではなく，ORの立場  

から提案していくことがわれわれに求められているの  

ではないかと考える昨今である．  （田中宏和）  
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